
＜実施内容＞

①

②

③

＜記録写真＞

手作業で稲を植えている様子 踊り子全員で記念写真 地域の人に教わりながら餅つき体験

＜参加者からのコメント＞
グエンティクインニューさん（ベトナム）/NGUYEN THI QUYNH NHU ﾀﾇｲ ｷﾌﾟﾛﾌﾟ ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝさん（ケニア）/TANUI KIPROP BENJA

〈田植え作業に参加して〉
初めて田植えに参加しましたが、田んぼに入り泥が付いてし
まったりしても、とても楽しかったです。留学生もみんなだん
だん上手になって、地域のおばあさんに褒められて嬉しかっ
たです。
地域の日本人、子供たち、おばあさんおじいさんに会って、
色々話しができました。また鳥取大学の学生だけではなく、
鳥取環境大学の留学生と一緒に参加できたこともよかったで
す。
あっという間に終わってしまったので、もっと時間があって、
もっと地域の人と話すことができたらいいなと思いました。
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〈稲刈り作業に参加して〉
このイベントは私たちのとってとても興味深く素晴ら
しいものです。なぜなら、どのようにお米を育て刈り
取るのか日本もしくは地域の伝統的な方法を地域住
民から学び体験するという素晴らしい経験ができま
した。またその後も、餅つきなど日本の伝統的料理
や日本文化についても学ぶことができました。
参加者がボランティアのようにお互い協力して働い
ている様子を見ることができとても参考になりまし
た。
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5月26日(土)智頭町｢ケニアに送るお米の田植作業｣に留学生22名、日本人学生14名、教職員8名、公立鳥取
環境大学留学生11名、地域住民35名（住民、森のようちえん園児と保護者）、鳥取西高・智頭農林高校生徒・
引率20名、合計110名が参加
交流会の内容
・マレーシア人留学生より自国のお菓子紹介
・ケニアで活動されている菊本さんよりケニアでの支援活動について紹介
・G-Frenzを中心に地域住民の方へインタビュー（アンケート）を実施

8月14日(月)｢鳥取しゃんしゃん一斉傘踊り｣に留学生22名、日本人学生12名、教職員8名、地域住民1名、合
計43名が参加

9月22日(土)智頭町｢ケニアに送るお米の収穫作業｣に留学生18名、日本人学生7名、教職員4名、公立鳥取
環境大学留学生3名、JICA研修生2名、地域住民20名（住民、森のようちえん園児と保護者）、鳥取西高・智
頭農林高校生徒・引率15名、合計69名が参加
交流会の内容
・留学生より自国の挨拶「ありがとう」を紹介
・奇術部OBによるマジックのパフォーマンス
・今回は森のようちえんの園児も昼食、交流会に参加

団体名 鳥取県留学生交流推進会議

332

合計

222名

事業名

実施期間

場　　　所

3520
参加者数

鳥取県を学びの場とする鳥取フィールドスクール事業

2018年5月26日～2018年9月22日

鳥取市、智頭町

外国人留学生 その他外国人 日本人学生 地域住民
スタッフ

大学関係者
その他

（来場者等）

写真２ 写真３ 


	様式6-3（HP用原稿）

